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ツク•モノダケ括弧內二和名7入.レ.テ註ト ン无 見夕〇 

• 第. '2 ソ竽紙み.圖ノ.通リデコ.レハ吉永虎馬氏ノ令兄吉永鱗氏ガあついたノ標本ヲ送ラレ 
夕時ノ返事 （ 1889 v 年）.デ、吉永先生御祕藏ノ現物力.ラ寘眞シメデァ:ル。吉永悦鄕氏ハ 
-コノ前年卽チ1888年モ植物學雜誌第2卷138頁二「土佐ノー羊齒 j 卜題シテ圖版入リデ 
.コノ植物ヲ報告:.シ大久保言郞氏乇「其 Acrostichum ナル事疑ヒナシ然レ共其何種二屬 x 
.乂ヤ未詳チラズ或新種ナラ•ン」:卜附記サ■レテ♦ル0 イー > ン氏 ハコノ手紙.ノ樣二あついたハ 
Acrostichum eovforme /實葉ノ /J、 形ナ ，一 型デアルト云フ吉永氏 ノ考へ二 賛成シテヰタ。併 
シ其後.あつ々、たガ矢田部良吉氏ニョッテ同*誌第5卷】09頁二 Acrostichum Yoshinagce ナ 
ル新種トシテ發表サレテ4ノレノハ御承知ノ通リデァル0 H 二吉永悦鄕氏ハ高知縣ノ方デ、鹤 
物學雜誌ニハ第1乃至4卷頃盛二しだ類こ關スル記事ヲ載セ主トシテ土佐產ノモノヲ取扱 
ツテ■牛ルガ其後6，18卷二'.モ出シテ居ラ.レル 〇 阿誌第1卷106頁二「ァスフ。レニュムノ ー - 
種」.ノ題下二「牧野富太郎氏ノ別二植物標本ヲ米國=贈ルニ會シ之卜 一緒二 同國 人イート 
上氏二贈リテ之ヲ質問セリ： J 云々卜云フ樣ナ事モ書カレテヰルノデ、ソノ時分ノ樣子ガ想像 
’サ'レ.ル。 -• ('伊藤洋） 

〇とげなしのいはら 

大正8年3月23日上州榛名山二遊ビ、天神峠二於テ滑ッテ顚倒シ、佴 IJ ノ植物ヲ撄ミクル 
二、其レガのいぱらデ、ァリナガラ、更二刺傷ヲ負ハザリシヲ不思議二思ヒ、取調べ孓ル所、 
.ソレ.ガ全ク無棘.ノモノナルヲ認知セリ。自來烏兎匇々二十有九年ヲ閱セル_亏、近頃酒井忠壽 
氏ガ同方而ヲ硏究.シッ、ァルヲ聞キ更二叙上ノ事情ア具シ、.其探査ヲ依賴シ置キタ.ル所.、.氏 
.ョリ其今尙存スルノ報二接セリ 0 依ッテ昨年何所ヲ訪ヒ、酒井氏ノ案內ニテ遂二之二再會 
.セリ。.依ッテ之二とげなしのいばらノ新稱ヲ付與セリ。. （久.內淸孝） 

Rosa , polyantha Sieb . et Zucc. in Abli. Akad. Miinch. IV: 2 (1845); p .128.,. 
var. inermis HiSAUTr, nov. var. 

Caulis et ramulus inermis. Cetra ut in typo. 

'Nom. Jap. Togenasi-noibara (nom. nov.) 

Hab. Tenjin-to^e, Mt. Haruna, prov. Kotuke, Hondo, Nippon. {Leg. K. Hisa - 
"uti 11 VII, 1937 -Typus in Herb. Imp. TJniv. Tokyo.) 

- (K. Hisauti) 

O たんぼぼノ花莖分岐 

たんぽぽ屬ハ芷常型デァ レバ、 花莖ガ分岐セズ、頂端 =ハ 1個ノ頭狀花ヲ ツケルべ 年. デ、 
ァル コ トハ言フマデモ ナイ 事デァル。 而シテ從來同 屬二於 ケル畸形 トシ テ 拿 ノ帶化 等ハ屢 
々報告サレタ通リデァルガ、花莖ノ 完全 分岐ハー寸而白イ現象卜思 ハ レ/しノデ此處二紹介 
フ 、ル 次第; デアル。 

筆奔ハ昭和12年5月朝鮮京城府永登滞漢江岸ノ草叢中二於テたんぽぽノ花莖ガニッニ 
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分レテ各頂端 ニ ハ完全 ナ 頭狀花 ヲ持ツテ ヰ ルモノヲニ 
株ダケ採集シタ〇ソシテ其ノ葉形、花部等他ノ正常型 
ノ モノ ニ比べ テ 何等 變ツタ點ハナカツ'夕。 

花莖ハ全長 19 cm アツ テ 上方17 cm / トコ n デ ー 
枝ガ分レ、其ノ分岐點ノ直下ニハ、葉ノ色卜同ジク綠 
色デ、微辦齒ガアリ先端二向ツテ漸尖シタ 苞葉（假稱） 
ヲツケテヰル。兩者井同時期二立派二 開花 シテ 形態 上 
差異ハ認メラレナイガ、夕 <下部ノ頭狀花ハ上方ノモ 
ノョリ稍々小サイ.。脱葉ノ寓眞デハ下ノモノハ橫向= 
咲イテ斗ルヤウニ見ェ.ルガ、生品ハ上向 キニナ、シテ -牛 
ダ。他ノ1株ノ方ノ、2本ノ花莖中1本ハ2分蚨シタニ 
モ拘ラズ他ノモノハ分岐シテ牛.ナイカラ崎.形 ニ ハ相違 
ナイ ラシイ〇 

素人 ノ 筆者ハ 、コレ ニ理論 グケルコト ハ不可能デア 
ル故、事實ヲ事寶ノ儘二記錄シテ置ク次第デアル。 

. .(朴.萬奎): . 


〇こあかばなノ學名 

こあか.ばなノ、本州中部以北ノ亞高山帶カラ高山帶ニカケテョク見カケルモノデ產地.二 H 
ツテ 可成リ變化スル。高山デハ小形 ニナリ 高サ僅カ ニ 5 cm . 許ノモノモ アリ、 全體みやま 
あかばな二酷似スルガ、花極.子;3•等=ハ疎二 短 腺毛 ヲ有シ 、彼=於ケル如ク屈曲シク細毛 
ヲ有 スル ノ ト異ツ テ ヰ. ル。低地デハ 丈モ高 クナリ 25 cm 達 スル モノ モ アリ、 時 ニ ハ 枝ヲウ 
ツ〇 葉モ 卵形カラ.卵狀披針形ニ マ デ、變 ル。 Epilobium lucens Leveille (1907) ハ中形ノ長 
卵形ノ葉ヲ持ツタ形 ニツケラレ、 普通こあかばなノ學名トシ テ用ヒラレテ斗 ル〇. E . Fou - 

caudianum . Leveille in Bull . Acad . Intern . Geogr . Bot . ser . 3, IX , p . 211(1900) 卜 
イフ名ハ、岩木山.月山二產スル葉/基部ガ楔狀二細マリ先端モ尖ツタ極端形ニツケラレタ 
モノデ、中間形モ多ク、モトョリ別種デ，ハナイ。從ツテこあかばなノ學名トシテハ 7 年早イ 
E . Foucaudiamim ノ方ガョイ。併シコレハこあかばなヲ '我ガ國特產卜考へテノ事デ J 5. 
Hornemanni Reichenbach ハ本種二極メテ近イ。コノモノハ初メ北歐カラ記載サレタガ、 
現在デ’ハ北米 ， グ”ーンランド’ •ア”ューシヤン.カムチヤツカ更ニシベリヤカ ラモ 知ラ.レテ 
4 ル。私ハスヱーデン產ノ標本卜こあかばなトヲ比較シタガ別種トハ思ハレナ.カツ.夕.〇备 
地方力.ラノ.更二多クノ i ?. Hornemanni /標本ヲ檢シタ上デ、コノ問題ヲ解決シタイ。 

(原 寬） 
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